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研究テーマ

　地球環境変化に対する陸域生態系の応答に関する実験

解析とモデル開発

研究概要

　熱帯雨林から亜寒帯地域の針葉樹林、あるいは湿地帯

から砂漠といった地球上の様々な陸域生態系の地理分布

は、主として温度と降水量で定まっている。ところが、

近年の石油・石炭の大量消費や森林破壊など人間活動に

よって大気中の CO2 濃度が年々増加している，この CO2
を中心とした温室効果ガスの増加が原因となって地球温

暖化が進んでおり、21世紀後半には気温が 1.5 ～ 4.5℃

も上昇し、降水量も地球規模で変化するものと予測され

ている（IPCC, 2001）。このように、CO2 濃度上昇に伴う

地球温暖化は光合成、呼吸、蒸散といった植物の基本的

な生理機能を介して、植物群落の構造と機能に大きな影

響を与える。このような地球環境変化に対する陸域生態

系の応答を確かに予測するため、私たち陸域生態研究室

では、1）野外での CO2 フラックスの長期観測と温暖化

環境条件下での植物の成長実験および、2）生態系炭素

循環モデル（Sim-CYCLE）に基づいたシミュレーション解

析を両輪として研究を進めている（図 1、2に参照）。
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